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ラベルフリーで分析することができる．アデノウイルスを Human Embryonic Kidney（HEK）293細胞に感
染させて分析した結果，当初は感染後12時間で細胞の分子組成変化の検出に成功した．ラマンスペクトルの
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はすでに，筆頭著者として国際学術誌である Journal of Biomedical Optics に２報，プロシーディングスで
ある Proceedings of SPIE に２報発表している．また本論文の内容について，国際学会で主著者として口頭
１報，ポスター３報，および国内学会で口頭１報を発表している．そのほか，ラマン分光分析に関する共著
論文を，国際学術誌に２報発表した．審査委員は本論文の内容を中心に事前の面接審査と公開の論文審査会
を行い，著者が論文内容と用いた技法について充分に理解するとともに，関連する分野についても学識を有
し，また将来の研究遂行に対しても十分な能力を持つことを確認した．英語能力に関しては，学位審査が全
て英語で行われたほか，著者自ら英語で論文執筆を行い，国際会議で発表しており，充分であると認識した．
以上より，審査委員会は本論文の著者が博士（理学）甲号の学位を授与されるに足る充分な資格を有するも
のと判定した．
